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　神奈川県内では、地域の主要渋滞箇所が約370箇所あり、円滑な移動の妨げとなっています。
　移動性向上委員会では、阻害要因となっている事象を様々なデータや指標で明示するとともに、道路利用
者の実感・意見などを踏まえ、要対策箇所を選定・公表し、対策を立案して重点的に阻害要因の改善を図っ
ています。

生産性を向上する道路ネットワーク 生産性を向上する道路ネットワーク

渋滞対策
神奈川県移動性（モビリティ）向上委員会の取組みについて

[渋滞対策の流れ]

移動性向上委員会における議論

地域の主要渋滞箇所の
特定･見直し

ソフト･ハードを含めた対策の検討･実施

利用者団体と連携
（トラックやバス、

タクシー、ハイヤー、観光協会等）

･最新交通データによる渋滞状況検証
･交通状況に対する専門的見地からの検証

･地域の課題を共有することで道路管理者と
  道路利用者間での議論を促進
･円滑な渋滞対策の立案･実施を実現
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＜道路交通アセスメントの流れ＞

コラム：道路交通アセスメント制度コラム：道路交通アセスメント制度

＜商業施設周辺の渋滞の様子＞

［ 道路交通アセスメントの運用 ］［ 道路交通アセスメントの運用 ］

商業施設等の立地による渋滞が全国の主要渋滞箇所の約１割を占め商業施設等の立地による渋滞が全国の主要渋滞箇所の約１割を占め、渋滞対策をより一層
強化することが必要な状況です。
そこで、渋滞の原因者である大規模施設の立地者による対策を推進すべく、「道路交通ア「道路交通ア
セスメント」の実施を求める運用を令和2年1月より開始セスメント」の実施を求める運用を令和2年1月より開始しています。
具体的には、立地に先立って周辺交通に与える影響を予測し、適切に対策を行うことで既
存の交通に支障を与えることなく施設を立地させるとともに、立地後に交通状況が悪化し
た場合には追加対策を検討します。

国道１号　戸塚警察署交差点は、国道１号と横浜市道との交差点であり、横浜市道から東京方面への流入交通
が多く、上り・下り方向ともに、交通が集中し、速度低下が発生している状況です。
渋滞対策として、国道１号の下に横浜市道を通し、東京方面と横浜市道を接続する、戸塚警察署交差点の立体
化を進めていきます。

渋滞対策（国道１号 戸塚警察署交差点）
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原宿交差点

吹上交差点

戸塚警察署交差点

位置図

対策概要
効果①渋滞解消

効果③歩行空間の確保（歩道拡幅）

効果②国道横断の回避

主要渋滞箇所

３７３箇所

箇所数集約される区間数集約されるエリア数
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神奈川県 地域の主要渋滞箇所（一般道）
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